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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成30年５月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 

 

記 

 

１．平成 31年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 30年 4月 1 日～平成 30 年 9月 30日） 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 
四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,814 46 46 25 2.51 

今回発表予想(B) 5,731 294 330 228 22.48 

増減額(B-A) △83 248 284 203  

増減率(%) △1.4 539.1 617.4 812.0  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成30年3月期第2四半期） 

5,372 221 235 210 20.82 

 

２．平成 31年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 12,160 325 325 178 17.70 

今回発表予想(B) 12,160 400 437 270 26.37 

増減額(B-A) 0 75 112 92  

増減率(%) 0.0 23.1 34.5 51.7  

（ご参考）前期実績 
（平成30年3月期） 

11,058 358 376 613 60.74 

  

３．修正の理由 

 平成 31年３月期通期連結業績予想につきまして、売上高は堅調に推移し、計画通りの着地となる見込み
でありますが、上期において人材関連費用および広告宣伝費用の効率的な運用によりコスト削減を行った結
果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに、前回予想を上回る見通しとなりました。 
 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 
実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 
以上 


